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7　 操作手順

7．1　 SWG73発注側クライアント

7．1．1　 サーバ情報登録

（1） サーバ情報未登録メッセージの表示

発注側クライアントデータベースを新規で起動すると、以下のメッセージが表示されます。（2回目以降の起動からは表示されません。）

「ＯＫ」ボタンを押します。
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  本機能は、

·  接続する発注側サーバのＩＰアドレス、データの受信に使用するＦＴＰ用ＩＤ、

パスワードの登録。

· 作業指示データ、進捗実績データ、アクセス履歴データ、エラーログデータが

      サーバのどのファイルに格納されているかの登録。

· 参照のために取込む、作業指示データ、進捗実績データ、アクセス履歴データ、

     エラーログデータをＰＣのどこに一時的に保管するかの登録。

   を行う機能です。

  初めてこのクライアント機能を起動したときは、上記メッセージを表示し、

  入力を促しますが、｢サーバ情報｣機能により後からでも修正できます。

（2） 登録
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サーバ情報画面が表示されます。

必要項目を入力し、「更新」ボタンを押して入力したデータを登録します。ここで全ての項目を入力する必要はなく、後から入力することもできます。（メインメニューから「サーバ情報」を選択する。）

  入力項目

  サーバアクセス用情報

· ＩＰアドレス―――― 発注側サーバのＩＰアドレス。

· ユーザＩＤ――――― データをＦＴＰにより受信するためのＦＴＰ用ＩＤ

   webuser所有のフォルダーを参照できる権限を有すること。

   ４．１．３項参照。 “ftpuser”で使用可。必要なら変更

· パスワード――――― 上記ＩＤのパスワード。

 サーバ側データ保管場所

· 発注側作業指示データ――― ordermanageコマンドにより一まとめにされた

  作業指示データ。





/home/wg73/customer/workorder/input/so.dat

· 受注側進捗実績データ――― progressmanageコマンドによりとりこまれた

 進捗実績データ。

/home/wg73/customer/results/progress.dat

· アクセス履歴本日分―――― 受注会社がサーバにアクセスした履歴（本日分）

/home/wg73/accesslog/historytoday.dat

· アクセス履歴今まで分――― 受注会社がサーバにアクセスした履歴（今まで分）

/home/wg73/accesslog/historypast.dat

· エラー本日分――――――― 本日実行したordermanageコマンド実行時のエラー。

（ヘッダー区分が０，１以外や、受注会社コードが

 登録されていない等のエラー）

/home/wg73/errorlog/errortoday.dat

· エラー今まで分――――――昨日までのordermanageコマンド実行時のエラー。

/home/wg73/errorlog/errorpast.dat

 クライアント側データ保管場所

· 発注側作業指示データ――― サーバのデータをPCに取込むときに一時的に使用。

入力例   c:\swg73\so.
dat

· 受注側進捗実績データ―――サーバのデータをPCに取込むときに一時的に使用。

入力例   c:\swg73\progress.dat

· アクセス履歴―――――――サーバのデータをPCに取込むときに一時的に使用。

入力例   c:\swg73\accesslog.dat

· エラー――――――――――サーバのデータをPCに取込むときに一時的に使用。

入力例   c:\swg73\errorlog.dat

（3） 戻る

サーバ情報画面から、メインメニューへ遷移する。
7．1．2　 メインメニュー
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各メニューへ遷移するためのメインメニュー。

ボタンをダブルクリックして、各メニューへ遷移する。

（1） データ受信

発注側サーバより、発注側作業指示データおよび受注側進捗実績データを受信する。

    サーバ情報機能でサーバＩＰ、ユーザーＩＤ、パスワード、データ保管場所等の

    設定が必要です。


（2） 進捗実績データ閲覧

各受注会社が発注側サーバへ送信した受注側進捗実績データを閲覧する。

    データ受信機能により、作業指示データと、進捗実績データの取込みを事前に行

    う必要があります。

（3） サーバ情報

発注側サーバより、発注側作業指示データおよび受注側進捗実績データを受信するための情報（発注側サーバIPアドレス、ユーザID、パスワード、各ファイルのフルパスなど）を更新する。

（4） サーバアクセス履歴データ

発注側サーバから、各受注会社が発注側サーバへアクセスしたログを受信して、画面に表示する。

（5） エラーデータ

発注側サーバから、発注側作業指示データを各受注会社毎に振り分ける際（ordermanageコマンド）に発生したエラーログを受信して、画面に表示する。

（6） 終了

本システムを終了する。

7．1．3　 データ受信
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  本機能により、作業指示データ、進捗実績データをクライアントＰＣに取込み

  ７．１．４項 進捗実績データ閲覧 機能で利用する。

（1） 作業指示データ受信

発注側サーバより、発注側作業指示データの受信を行う。

「作業指示データ受信」ボタンをクリックして、発注側サーバより発注側作業指示データを受信し、発注側クライアントデータベースへデータを取り込む。

（2） 進捗実績データ受信

発注側サーバより、受注側進捗実績データの受信を行う。

「進捗実績データ受信」ボタンをクリックして、発注側サーバより受注側進捗実績データを受信し、発注側クライアントデータベースへデータを取り込む。

（3） 戻る

データ受信画面を終了し、メインメニューへ遷移する。

7．1．4　 進捗実績データ閲覧
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（1） 照会

    ７．１．３データ受信機能により取込まれたデータをもとに発注側作業指示

    データのヘッダーデータを照会する。

（A）  照会条件で、「機種＋部品番号」または「バーコード」を選択する。

（a）  「機種＋部品番号」を選択した場合

「機種」、「部品番号」のみを入力すると、「機種」、「部品番号」でヘッダーデータを照会し、さらに「受注会社コード」を入力すると、「機種」、「部品番号」、「受注会社コード」でデータを照会する。

（b）  「バーコード」を選択した場合

「バーコード」でヘッダーデータを照会する。

（B）  「照会」ボタンをクリックする。

（C）  (Ａ）の入力条件で抽出されたヘッダーデータが画面表示される。
（2） 手順表示
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ヘッダー画面で手順表示ボタンを押すと、進捗実績データ閲覧　手順画面へ

遷移する。

（A）  進捗実績データ閲覧　ヘッダー画面で表示されているヘッダーデータから、データを選択（「ID　NO」の選択）して、そのレコードの「手順表示」ボタンを押す。

（B）  進捗実績データ閲覧　手順画面が表示される。

（3） 戻る

進捗実績データ閲覧　ヘッダー画面を終了し、メインメニューへ遷移する。

7．1．5　 サーバ情報
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（1） 更新

    ７．１．１項の 初期LOGON時に入力した登録済のサーバ情報を更新する。

（A）  各項目を入力する。各ファイルのフルパスは、直接入力するか、もしくは右のパス指定ボタンをクリックし、コモンダイアログを利用して入力をする。
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（B）  「更新」ボタンを押して、サーバ情報を更新する。

   各項目については、７．１．１項を参照。

（2） 戻る

サーバ情報画面を終了し、メインメニューへ遷移する。

7．1．6　 サーバアクセス履歴データ

      発注側サーバから、各受注会社が発注側サーバへアクセスしたログを受信して

     画面に表示する。

（1） サーバアクセス履歴データ取込み確認メッセージの表示

メインメニューの「サーバアクセス履歴データ」ボタンをダブルクリックすると、以下の確認メッセージが表示される。
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（A）  「ＯＫ」ボタン

発注側サーバよりアクセス履歴データを受信し、サーバアクセス履歴データ画面が表示されます。以下の図は、発注側サーバより、アクセス履歴データを受信中のメッセージです。
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（B）  「キャンセル」ボタン

発注側サーバからのアクセス履歴データ受信をキャンセルし、サーバアクセス履歴データ画面の表示もキャンセルされる。

（2） アクセス履歴データ表示／削除
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（１）で「ＯＫ」ボタンを押して、発注側サーバよりアクセス履歴データの受信が終わると、サーバアクセス履歴データ画面が表示される。

（A）  アクセス履歴データの削除

（a）  削除するデータの左横にあるレコードセレクタをクリックする。

（b）  削除するデータが黒く反転するのを確認し、［Delete］キーを押して、データを削除する。（クライアントＰＣに取込んだデータの削除であり、サーバのデータが削除されのではない。）

（3） 戻る

アクセス履歴画面を終了し、メインメニューへ遷移する。

7．1．7　 エラーデータ

発注側サーバから、発注側作業指示データを各受注会社毎に振り分ける

際（ordermanageコマンド）に発生したエラーログを受信して、画面に表示

する。

（1） エラーデータ取込み確認メッセージの表示

メインメニューの「エラーデータ」ボタンをダブルクリックすると、以下の確認メッセージが表示される。

[image: image27.png]BEM REEHET—5 )

=23
F-SERIRTH B AL EROLVI-Felhs-E RIS +4-1 [DELETE] -~ ERLTFRL =
GD SHECEN- ERITEEEA
shop_| 08 | 55 | BE+BEES 1D o |Bff |88 [#& [wow|
Ploas [Ei0e_[FF1_ 7okioati-20a71 Gesos0 [eoooozta feet | |
52 [erooe[FFT_ Jekioati-208 Gri0f0 [eoooozta etz [T |
a5z [7o0 [T [FF1_ Jekioati-208 G500 [oooozoz [eeoe ||

[ SRR | N V(=2 P





（A）  「ＯＫ」ボタン

発注側サーバよりエラーデータを受信し、エラーデータ画面が表示される。以下の図は、発注側サーバより、エラーデータを受信中のメッセージです。
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（B）  「キャンセル」ボタン

発注側サーバからのエラーデータ受信をキャンセルし、エラーデータ画面の表示もキャンセルされる。

（2） エラーデータ表示／削除
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（１）で「ＯＫ」ボタンを押して、発注側サーバよりエラーデータの受信が終わると、エラーデータ画面が表示される。

（A）  エラーデータの削除

（a）  削除するデータの左横にあるレコードセレクタをクリックする。

（b）  削除するデータが黒く反転するのを確認し、［Delete］キーを押して、データを削除する。（クライアントＰＣに取込んだデータの削除であり、サーバのデータが削除されのではない。）

（3） 戻る

エラーデータ画面を終了し、メインメニューへ遷移する。

7．1．8　 終了

SWG７３　発注側クライアントデータベースを終了する。

7．2　 SWG73受注側クライアント

7．2．1　 ログオン
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受注側クライアントデータベースへログオンする。


受注会社コード： 発注会社により指示された会社コード

 
発注先会社名  ： 発注会社名。任意の文字列でよい。



          この名称に対し、次項でＵＲＬ、アクセスキーが設定される。

（1） 「ＯＫ」ボタン

「受注会社コード」「発注先会社名」を入力して、「ＯＫ」ボタンをクリックする。「発注先会社名」は、既に登録済の場合、コンボボックスから選択することができる。

（A）  入力した「受注会社コード」、「発注先会社名」が登録されている場合

入力した「受注会社コード」、「発注先会社名」が既にデータベースに登録されている場合は、次にメインメニューへ遷移する。

（B）  入力した「受注会社コード」、「発注先会社名」が未登録の場合

（新規に登録する場合）

入力した「受注会社コード」、「発注先会社名」がデータベースに未登録の場合、以下のメッセージが表示される。
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（a）  「ＯＫ」ボタン

「ＯＫ」ボタンをクリックすると、企業情報登録画面が表示される。

（b）  「キャンセル」ボタン

「キャンセル」ボタンをクリックすると、ログイン画面に戻る。

（2） 「キャンセル」ボタン

受注側クライアントデータベースを終了する。

7．2．2　 企業情報登録
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新規に発注側企業情報、受注側企業情報の登録を行う。

· 発注会社、Shopcodeは、LOGON時に入力した発注先会社名、受注会社コード

が表示される。入力、修正はできません。

· ＵＲＬ、発注会社アクセスキーは、クライアント配布用ファイル取込みボタンに

  より更新されます。

· 会社名（自社の名称）、持込搬入品リスト宛先（発注会社名称）、自社の郵便番号

自社住所、電話番号、ＦＡＸ番号等を入力してください。持込搬入品リストに印刷されます。

· 生産計画用各ファイル、進捗実績用各ファイル、自社システム連携用各ファイル

Ｄａｙｎｏ取込み用ファイルを指定してください。

詳細は７．２．８項、７．２．１０項、７．２．１１項参照

機能を利用しない場合は、未入力でもよい。

（1） 登録

（A）  各項目の入力

自社の住所、電話番号、各ファイルの出力先及び取込み先を、直接手入力する。各ファイルの出力先及び取込み先は、右のパス指定ボタンをクリックし、コモンダイアログを利用して入力をすることもできる。
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（B）  URL、発注会社アクセスキーの読込み

URL 及び 発注会社アクセスキーは手入力できないので、発注会社より配布されたクライアント配布用ファイル取込みボタンをクリックして、データを登録する。

（a）  クライント配布用ファイル取込みボタンをクリックする。すると、以下のダイアログボックスが表示される。


（b）  「ファイルの種類」を「XMLファイル」にして、取込ファイルを選択し、「開く」ボタンをクリックする。

（C）  「登録」ボタンをクリックして入力したデータを登録する。

（2） 戻る

企業情報登録画面を終了し、メインメニューへ遷移する。

7．2．3　 メインメニュー


（1） 作業指示データ受信

ログオンした発注先会社の発注側サーバより、発注側作業指示データを受信して受注側生産管理データベースへ取込む。

（2） 進捗入力

発注側サーバへ送信するための、受注側進捗実績データの登録を行う。

（3） 作業指示データ照会

受注側生産管理データベースより、発注側作業指示データを、機種、部品番号、IDNOで検索して照会する。

（4） 進捗実績データ送信

（２）で入力した受注側進捗実績データを、ログオンした発注先会社の発注側サーバへ送信する。

（5） 持込搬入品リスト／各種管理データ作成

持込搬入品リストの印刷、生産立案計画データや進捗実績管理データのファイル出力を行う。

（6） 企業情報管理

発注側企業情報、受注側企業情報の更新および削除を行う。

（7） DAYNO管理

DAYNOと西暦との対応表を画面に表示する。未入力の場合は、西暦で処理される。

（8） 自社システム連携

本システムと自社システムのデータを有効に活用できるよう、本システムから発注側作業指示データのファイル出力を行ったり、また自社システムで作成された受注側進捗実績データの取込みを行う。

（9） 終了

「SWG73受注側ｸﾗｲｱﾝﾄ.mdb」を終了する。

7．2．4　 作業指示データ受信



発注側サーバより、発注側作業指示データを受信して、受注側クライアントデータベースへデータを取り込む。

（1） 受信

「受信」ボタンをクリックすると、ログオン中の発注先会社の発注側サーバへ接続し、自社の発注側作業指示データを受信して、受注側生産管理データベースへ取込む。

但し、受信を行う前に、企業情報管理メニューで発注側企業情報、受注側企業情報が登録されていなければならない。（７．２．９項参照）

（2） 戻る

サーバ受信画面を終了し、メインメニューへ遷移する。

7．2．5　 進捗入力


受注側進捗実績データの登録および、登録データの確認を行う。

   本機能で一データづつ入力する方法の他に、CSVファイルとして用意された実績

  データを取込み反映させる方法もあります。（７．２．１１項参照）

（1） 登録（登録用バーコード）

（A）  「バーコード」を読むか、もしくは「機種」、「部品番号」、「IDNO」を入力する

 と｢ＳＨＯＰ｣、｢ヘッダー情報｣、｢手順情報｣が表示されます。

（B）  「進捗コード」、「受注会社コード」を入力し、必要であれば「ジョブ」、「日付」（西暦8桁またはDAYNO）、「数量」、「HOLDコード」を入力する。

進捗コードの内容については、発注会社の指示に従ってください。

（C）  「登録」ボタンをクリックするか、または「登録用バーコード」を読込んでデータを受注側生産管理データベースへ受注側進捗実績データを登録する。

（2） 送信データ表示

「送信データ表示」ボタンをクリックすると、以下の画面が表示される。画面に表示されるデータは、（１）で入力したデータで、送信処理によって発注先会社の発注側サーバへ送信されるデータである。





（A）  送信用進捗実績データの削除

（１）で誤ったデータを登録してしまった場合は、この画面でデータの削除をする。

（a）  削除するデータの左端にあるレコードセレクタをクリックして、削除するデータを黒く反転させる。

（b）  [Delete]キーを押す。

（B）  戻る

送信用　進捗実績データ画面を終了し、進捗入力画面へ遷移する。

7．2．6　 作業指示データ照会


（1） 照会

発注側作業指示データのヘッダーデータを照会する。

（A）  「機種」、「部品番号」を選択する。

（B）  「照会」ボタンをクリックする。

（C）  (Ａ）で入力した「機種」、「部品番号」のヘッダーデータが画面表示される。
（2） 手順表示


作業指示手順データ照会画面へ遷移する。

（A）  作業指示ヘッダーデータ照会画面で表示されているヘッダーデータから、データを選択（「ID　NO」の選択）して、そのレコードの「手順表示」ボタンを押す。

（B）  作業指示手順データ照会画面が表示される。

（3） 戻る

作業指示ヘッダーデータ照会画面を終了し、メインメニューへ遷移する。

7．2．7　 進捗実績データ送信





発注側サーバへ、進捗入力した受注側進捗実績データを送信する。

（1） 送信

「送信」ボタンをクリックすると、ログオン中の発注先会社の発注側サーバへ接続し、受注側生産管理データベースに登録されている受注側進捗実績データを送信する。

但し、送信を行う前に、企業情報管理メニューで発注側企業情報、受注側企業情報が登録されていなければならない。（７．２．９項参照）

（2） 送信データ確認

「送信データ確認」ボタンをクリックすると、以下の画面が表示される。画面に表示されるデータは、進捗入力画面で入力したデータで、送信を行うことによって、発注先会社の発注側サーバへ送信されるデータである。





（A）  送信用進捗実績データの削除

進捗入力画面で誤ったデータを登録してしまった場合は、この画面でデータの削除をする。

（a）  削除するデータの左端にあるレコードセレクタをクリックして、削除するデータを黒く反転させる。

（b）  [Delete]キーを押す。

（B）  戻る

送信用　進捗実績データ画面を終了し、進捗入力画面へ遷移する。
7．2．8　 持込搬入品リスト／各種管理データ出力


メインメニューから、「持込搬入品リスト／各種管理データ出力」ボタンをクリックすると、ファイル出力選択画面が表示される。

生産計画立案機能データファイル出力画面、持込搬入品リスト／進捗実績管理データファイル出力画面への遷移を選択する。

（1） 生産計画立案機能データ

各種生産計画立案機能データをＣＳＶファイル出力する。


 機能概要

· 計画作業着手日―――作業着手予定日ごと、機種ごとのS/O件数。

· 作業未着手―――――材料入手済みで、作業未着手S/Oの作業着手予定日ごと、

  機種ごとのS/O件数。

· 材料未入――――――材料未入手で、作業未着手S/Oの作業着手予定日ごと、

                      機種ごとのS/O件数。

· 計画完成日―――――作業完成予定日ごと、機種ごとのS/O件数。

· 作業山積み―――――作業着手済みで、未完成のS/Oの作業完成予定日ごとの

         

   S/O件数。

・クリティカル工程――作業着手予定日ごと、機種ごとの重点工程を含むS/O件数。

（A）  計画作業着手日

計画作業着手日データをファイル出力します。ジョブ着手日（計画着手日）毎に機種別で件数を出力します。ファイルを出力する前に、企業情報管理で、生産計画の「作業計画着手日」にファイル出力先をフルパスで登録しておく必要があります。

（a）  企業情報管理の「作業計画着手日」にファイル出力先フルパスを登録する。

（b）  「計画作業着手日」ボタンをクリックする。すると、指定されたフルパスで計画作業着手日データファイルが出力される。

データ項目については、添付資料６ ファイル仕様 表３ 参照。

  
出力例）


１行目――項目名称。

          ・ジョブ着手日（計画着手日），日ごとの合計件数、

            該当機種名、該当機種名（複数機種がある場合は続く）となる。

       ２行目以降――データ。

                ・上記例の場合、

                  2001年4月10日に着手予定は、機種ｘｘｘで１件。合計１件

                  2001年4月12日に着手予定は、機種ｘｘｘで１件、

                    機種ｙｙｙで２件。合計３件。

 ＊データについて

   手順データの 

 “ジョブ着手日” は 計画の着手日で、実績は、“実績着手日” です。

  同様に、 “ジョブ完了日”は 計画完了日で、実績は “実績完了日”です。

（B）  作業未着手

作業未着手データをファイル出力します（材料入手済みでジョブ着手日入力されているもの）。ジョブ着手日毎に機種別で件数を出力します。ファイルを出力する前に、企業情報管理で、生産計画の「作業未着手」にファイル出力先をフルパスで登録しておく必要があります。

（a）  企業情報管理の「作業未着手」にファイル出力先フルパスを登録する。

（b）  「作業未着手」ボタンをクリックする。すると、指定されたフルパスで作業未着手データファイルが出力される。

    データ項目については、添付資料６ ファイル仕様 表４ 参照。

  
出力例）


（C）  材料未入

材料未入データをファイル出力します。ジョブ着手日毎に機種別で件数を出力します。ファイルを出力する前に、企業情報管理で、生産計画の「材料未入」にファイル出力先をフルパスで登録しておく必要があります。

（a）  企業情報管理の「材料未入」にファイル出力先フルパスを登録する。

（b）  「材料未入」ボタンをクリックする。すると、指定されたフルパスで材料未入データファイルが出力される。

      データ項目については、添付資料６ ファイル仕様 表５ 参照。

  
出力例）


（D）  計画完成日

計画完成日データをファイル出力します。ジョブ完成日毎に機種別で件数を出力します。ファイルを出力する前に、企業情報管理で、生産計画の「計画完成日」にファイル出力先をフルパスで登録しておく必要があります。

（a）  企業情報管理の「計画完成日」にファイル出力先フルパスを登録する。

（b）  「計画完成日」ボタンをクリックする。すると、指定されたフルパスで計画完成日データファイルが出力される。

      データ項目については、添付資料６ ファイル仕様 表６ 参照。

  
出力例）


（E）  作業山積

作業山積データをファイル出力します。ジョブ完成日毎に機種別で件数を出力します。ファイルを出力する前に、企業情報管理で、生産計画の「作業山積」にファイル出力先をフルパスで登録しておく必要があります。

（a）  企業情報管理の「作業山積」にファイル出力先フルパスを登録する。

（b）  「作業山積」ボタンをクリックする。すると、指定されたフルパスで作業山積データファイルが出力される。

     データ項目については、添付資料６ ファイル仕様 表７ 参照。

  
出力例）


（F）  クリティカル工程

クリティカル工程データをファイル出力します。ジョブ着手日毎に機種別で件数を出力します。ファイルを出力する前に、企業情報管理で、生産計画の「クリティカル工程」にファイル出力先をフルパスで登録しておく必要があります。

（a）  企業情報管理の「クリティカル工程」にファイル出力先フルパスを登録する。

（b）  「クリティカル工程」ボタンをクリックする。

（c）  クリティカル工程指定画面が表示される。


JOBNO（工程コード）を入力して、「出力」ボタンをクリックする。すると、指定されたフルパスでクリティカル工程データファイルが出力される。

（d）  「戻る」ボタンをクリックして、生産計画立案ファイルデータ出力画面へ遷移する。

データ項目については、添付資料６ ファイル仕様 表８ 参照。

       出力例）


（G）  戻る

生産管理立案ファイルデータ出力画面を終了し、メインメニューへ遷移する。

（2） 持込搬入品リスト　進捗実績管理機能データ

持込搬入品リスト、及び各種進捗実績管理機能データをＣＳＶファイル出力する。


 機能概要

· 持込搬入品リスト―――――受注会社が制作完了した部品とともに発注会社へ送

るときに添付するリスト。持込み品の過不足を確認するのに利用。

· 作業日程遅れ部品―――――作業日程遅れの部品明細。

· 作業未着手部品――――――作業未着手の部品明細。

· 材料受領済作業未着手部品－材料入手済みで作業未着手の部品明細。

· クリティカル工程完成部品－重点工程の完成した部品明細。

· 当月完成部品―――――――当月完成した部品明細。（持込搬入品リスト出力月）

（A）  持込搬入品リスト

持込搬入品リストの印刷を行う。

（a）  企業情報管理で、受注側企業情報に住所、電話番号、FAX番号などを登録しておく。

（b）  「持込搬入品リスト」ボタンをクリックする。

（c）  持込搬入品リスト出力画面が表示される。


（d）  バーコードを読込んで持込搬入品リストデータを登録する。もしくは「データ手入力」ボタンをクリックして、持込搬入品リストデータを手入力して登録する。

· バーコードの場合

「バーコード」を読込むと、持込搬入品リストデータが登録され、画面に表示される。

· 手入力の場合

「データ手入力」ボタンをクリックして、持込搬入品リストデータ手入力画面へ遷移する。各項目を入力して、「登録」ボタンをクリックし、持込搬入品リストデータを登録する。

「戻る」ボタンをクリックすると、持込搬入品リスト出力画面へ遷移する。


（e）  「リスト出力」ボタンをクリックすると、「持込搬入品リスト」および「持込搬入品リスト（控）」が出力される。

「リスト出力」ボタンをクリックしてリスト出力をすると、登録されたデータがクリアされる。（リスト出力ボタンが押されるまではデータが蓄積されます。）
（f）  「戻る」ボタンをクリックして、持込搬入品リスト／進捗実績管理機能データファイル出力画面へ遷移する。


     出力例）

      提出用と、控えの

      ２枚出力されます。

（B）  作業日程遅れ部品

作業日程遅れ部品データをファイル出力します（自社の作業行程の中で先頭工程を着手しており、最終工程が完成していな工程の内、ジョブ完成日（工程計画完成日）がデータ出力日以前である作業指示データ）。作業日程遅れ部品データをファイル出力する前に、企業情報管理で、進捗実績の「作業日程遅れ」にファイル出力先をフルパスで登録しておく必要があります。

（a）  企業情報管理の「作業日程遅れ」にファイル出力先フルパスを登録する。

（b）  「作業日程遅れ部品」ボタンをクリックする。すると、指定されたフルパスで作業日程遅れ部品データファイルが出力される。

データ項目については、添付資料６ ファイル仕様 表９ 参照。

（C）  作業未着手部品

作業未着手部品データをファイル出力します（実績着手日が未入力）。作業未着手部品データをファイル出力する前に、企業情報管理で、進捗実績の「作業未着手部品」にファイル出力先をフルパスで登録しておく必要があります。

    データ項目については、添付資料６ ファイル仕様 表１０ 参照  

（a）  企業情報管理の「作業未着手部品」にファイル出力先フルパスを登録する。

（b）  「作業未着手部品」ボタンをクリックする。すると、指定されたフルパスで作業未着手部品データファイルが出力される。

（D）  材料受領済作業未着手

材料受領済作業未着手データをファイル出力します（材料入手日入力済みで、実績着手日が未入力）。材料受領済作業未着手データをファイル出力する前に、企業情報管理で、進捗実績の「材料受領済作業未着手」にファイル出力先をフルパスで登録しておく必要があります。

データ項目については、添付資料６ ファイル仕様 表１１ 参照

（a）  企業情報管理の「材料受領済作業未着手」にファイル出力先フルパスを登録する。

（b）  「材料受領済作業未着手」ボタンをクリックする。すると、指定されたフルパスで材料受領済作業未着手データファイルが出力される。

（E）  クリティカル工程完成部品

クリティカル工程完成部品データをファイル出力します（作業指示データのうち、自社の完成していない作業工程のなかで、クリティカル工程を含む作業指示書データ）。クリティカル工程完成部品データをファイル出力する前に、企業情報管理で、進捗実績の「クリティカル工程完成部品」にファイル出力先をフルパスで登録しておく必要があります。

データ項目については、添付資料６ ファイル仕様 表１２ 参照。   

（a）  企業情報管理の「クリティカル工程完成部品」にファイル出力先フルパスを登録する。

（b）  「クリティカル工程完成部品」ボタンをクリックする。

（c）  クリティカル工程指定画面が表示される。


（d）  JOBNO（工程コード）を入力して、「出力」ボタンをクリックする。すると、指定されたフルパスでクリティカル工程完成部品データファイルが出力される。

（e）  「戻る」ボタンをクリックして、持込搬入品リスト／進捗実績管理機能データファイル出力画面へ遷移する。

（F）  当月完成部品

当月完成部品データをファイル出力します。当月完成部品データをファイル出力する前に、企業情報管理で、進捗実績の「当月完成部品」にファイル出力先をフルパスで登録しておく必要があります。（＊当月とは、持込み搬入品リスト作成月）

データ項目については、添付資料６ ファイル仕様 表１３ 参照  

（a）  企業情報管理の「当月完成部品」にファイル出力先フルパスを登録する。

（b）  「当月完成部品」ボタンをクリックする。

（c）  当月完成部品年月指定画面が表示される。


（d）  年を西暦4桁、月を2桁で入力して、「出力」ボタンをクリックする。すると、指定されたフルパスで当月完成部品データファイルが出力される。

（e）  「戻る」ボタンをクリックして、持込搬入品リスト／進捗実績管理機能データファイル出力画面へ遷移する。

7．2．9　 企業情報管理

登録されている発注側企業情報、受注側企業情報を表示する。また、企業情報の更新、削除を行う。





データが複数件登録されている場合は、移動ボタンをクリックして、データを表示する。


先頭データへ移動

1件前のデータへ移動

最後のデータへ移動

1件後のデータへ移動

（1） 更新へ






発注側企業情報、受注側企業情報の更新を行う。

（A）  企業情報管理画面で、更新するデータを表示させる。

（B）  「更新へ」ボタンをクリックする。

項目については、７．２．２項参照。

（C）  各項目の更新

各項目の入力をする。各ファイルの出力先及び取込み先は、右のパス指定ボタンをクリックし、コモンダイアログを利用して入力をすることもできる。





（D）  URL、発注会社アクセスキーの更新

URL 及び 発注会社アクセスキーは手入力できないので、クライアント配布用ファイル取込みボタンをクリックして、データを登録する。

（a）  クライント配布用ファイル取込みボタンをクリックする。すると、以下のダイアログボックスが表示される。







（b）  「ファイルの種類」を「XMLファイル」にして、取込ファイルを選択し、「開く」ボタンをクリックする。

（E）  「更新」ボタンをクリックして入力したデータを更新する。

（F）  「戻る」ボタンをクリックして企業情報更新画面を終了し、メインメニューへ遷移する。

（2） 削除

（A）  企業情報管理画面で、削除するデータを表示させる。

（B）  「削除」ボタンをクリックする。

（3） 戻る

企業情報管理画面を終了し、メインメニューへ遷移する。

7．2．10　 DAYNO管理

DAYNOと西暦の対応表を表示する。

    使用しない場合は、西暦で処理される。


（1） 戻る

DAYNO管理画面を終了し、メインメニューへ遷移する。

7．2．11　 自社システム連携

自社システムに取込むための発注側作業指示データのファイル出力や、自社システムで作成された進捗実績データファイルを本システムへの取込みを行う。


（1） 作業指示データ出力

発注側作業指示データをＣＳＶファイル出力する。

   データ項目については、添付資料６ ファイル仕様 表２参照

（A）  企業情報管理の自社システム連携「作業指示データ出力」にファイル出力先フルパスを登録する。

（B）  「作業指示データ出力」ボタンをクリックする。すると、指定されたフルパスで自社システム作業指示データファイルが出力される。

（2） 進捗実績データ取込み

自社システムで作成された、受注側進捗実績データの取込みを行う。

   データ項目については、添付資料６ ファイル仕様 表１ 参照。
（A）  企業情報管理の自社システム連携「進捗実績取込み」にファイル取込み先フルパスを登録する。

（B）  「進捗実績データ取込み」ボタンをクリックする。すると、指定されたフルパスから自社システム進捗実績データファイルが本システムに取込まれる。

（3） 戻る

自社システム連携画面を終了し、メインメニューへ遷移する。




















































                                                                              2001年４月10日


ＸＸＸＸ重工株式会社 殿          持込搬入品リスト                 伝票Ｎｏ １


		以下の内容で納品させて頂きます。           ＡＡＡ工業株式会社


                                                                  栃木県宇都宮市ＸＸ－ＸＸ


                                                                       tel XXX-XXX-XXX


					faxXXX-XXX-XXX





機種       部品番号              ＩＤＮＯ   バーコード   左数量  右数量  オーダー  アイテム


ＸＸＸ   １２３－２２２２        000A1     B00001          １       １   ODER1      900


ＸＸＸ   １２４－１２３４        000A2     B00002          ６        5   ODER1     


ＸＸＸ   １２６－３３３３        000A3     B00003          １       １   ODER1      901


ＸＸＸ   ２３４－４５６７        000A4     B00012          １       １   ODER1      902


ＹＹＹ   ５６７－８９０１        123G2     B00013         100        0   ODER1    


ＹＹＹ   ９８７－１１１１        234A1     B00017          １        0   ODER1      801					








           


                                        １／１                               担当


	





“ジョブ着手日”，“Total”，“ｘｘｘ”，“ｙｙｙ”


“20010410”，２，１，


“20010412”，４，２，２





“ジョブ完成日”，“Total”，“ｘｘｘ”，“ｙｙｙ”


“20010410”，２，１，


“20010412”，４，２，２





“ジョブ完成日”，“Total”，“ｘｘｘ”，“ｙｙｙ”


“20010410”，２，１，


“20010412”，４，２，２





“ジョブ着手日”，“Total”，“ｘｘｘ”，“ｙｙｙ”


“20010410”，２，１，


“20010412”，４，２，２





“ジョブ着手日”，“Total”，“ｘｘｘ”，“ｙｙｙ”


“20010410”，２，１，


“20010412”，４，２，２








① ファイル名を入力








① XMLファイルを選択





③ 開くボタンをクリック





②クライアント配布用ファイルをクリックして、入力





② 「開く」ボタンクリック





① ファイル名を入力





パス指定ボタン





クライアント配布用ファイル取込みボタン





� EMBED PBrush  ���





� EMBED PBrush  ���





� EMBED PBrush  ���





� EMBED PBrush  ���





登録数 および 移動ボタン





レコードセレクタ





この発注先会社でログオン中であることを示す








レコードセレクタ





この発注先会社でログオン中であることを示す





① XMLファイルを選択





③ 開くボタンをクリック





②クライアント配布用ファイルをクリックして、入力





② 「開く」ボタンクリック





① ファイル名を入力





パス指定ボタン





クライアント配布用ファイル取込みボタン





レコードセレクタ





レコードセレクタ





“ジョブ着手日”，“Total”，“ｘｘｘ”，“ｙｙｙ”


“20010410”，１，１，


“20010412”，３，１，２





② 「開く」ボタンクリック





パス指定ボタン
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